
すく すく 笑顔

　
６
月
と
い
え
ば
”梅
雨
、
あ
じ
さ

い
、
父
の
日
、
祝
日
が
な
い
“
な
ど
、

連
想
す
る
も
の
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

今
年
の
６
月
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
い

よ
い
よ
開
幕
し
、
約
１
か
月
に
お
よ
ぶ

熱
い
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
寝
不
足

が
心
配
で
す
が
、
地
球
の
反
対
側
の
熱

い
戦
い
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
過
去

19
回
の
大
会
は
南
米
が
９
回
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
10
回
優
勝
。
20
回
目
の
節
目

の
大
会
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
手
に
す

る
の
は
ど
こ
の
国
で
し
ょ
う
。  

（
係
）

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣
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嘉島町の人口動態

平成26年5月31日現在

（前月比）

人　口　 9,083 人　　（＋５）

　男　　 4,354 人　　（－４）

　女　　 4,729 人　　（＋９）

世帯数　 3,338 世帯　（－６）

-

- - -

６月 15日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３

６月 22日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６

６月 29日（日） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５

7月  6日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

7月 13日（日） 香田整形外科医院（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

　鯰グラウンドゴルフ愛好会の皆さん。
13年前に地域のグラウンドゴルフ愛好者
で活動をスタート。週３回、近隣公園で
グラウンドゴルフを楽しんでいます。
　この日は少し汗ばむような天気でした
が、「年寄ってからは、こるが一番よか !!」と、
スティック片手に元気いっぱい４ラウン
ド（32ホール）を周回しました。

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

太
田

　樹
希
（
い
つ
き
）
く
ん
（
右
）

平
成
25
年
５
月
14
日
生

仲良し姉弟です(⌒-⌒)＝

ご両親：太田　憲治さん・由香里さん（鯰）

　
　
　奈
々
水
（
な
な
み
）
ち
ゃ
ん
（
左
）

平
成
23
年
１
月
22
日
生

6
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主な内容

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

左上：嘉島中体育大
会・代表綱引き

右上：西小運動会・台
風の目2014

右中：東小運動会・エ
イサー～ありがとう～

右下：上島の麦畑

左下：緑川水防演習で
土のう積み工法を実
演する嘉島町水防団

○緑川水防演習……………… ②
○「緑川の日」一斉清掃…… ③
○文化祭は町民会館で開催… ④

○東・西小で交通安全教室… ⑤
○嘉島中体育大会……… ⑥～⑦
○東・西小運動会……… ⑧～⑨
○嘉島町商工会総会………… ⑩
○自衛官募集・父兄会総会… ⑪

○水の郷まつりは８月２日… ⑫
○お知らせ情報館……… ⑭～㉒
○嘉島交番だより…………… ㉒
○広域消費生活相談室……… ㉔
○かしま文芸………………… ㉖
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自
衛
隊
と
図
上
訓
練

水
害
に
備
え
て

緑
川
水
防
演
習

流
域
水
防
団
が
合
同
で

　

緑
川
水
防
演
習
協
議
会
主
催
の

緑
川
水
防
演
習
が
５
月
11
日
、
上

島
の
森
崎
橋
下
流
緑
川
・
御
船
川

合
流
点
河
川
敷
内
で
行
わ
れ
、
関

係
自
治
体
な
ど
か
ら
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
出
水
に
備
え

て
毎
年
、
水
防
体
制
の
整
備
強
化

な
ど
を
目
的
に
緑
川
水
系
の
河
川

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
防
協
議
会
会
長
の
荒
木
町
長

は
「
天
災
は
時
と
場
所
を
選
ば
な

い
。
緑
川
流
域
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
、
い
つ
何
ど
き
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
演
習
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
嘉
島
町
水
防
団
の
金
澤
団
長

の
総
指
揮
の
下
、
各
自
治
体
水
防

団
が
演
習
訓
練
に
入
り
ま
し
た
。

　

演
習
は
、
大
雨
に
よ
り
御
船
川

の
堤
防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
想
定
。
水
防
団
は
木
流
し

工
法
や
シ
ー
ト
張
工
法
な
ど
、
堤

防
決
壊
を
防
ぐ
た
め
の
工
法
を
実

演
。
嘉
島
町
水
防
団
は
佐
藤
副
団

長
が
指
揮
し
、
水
防
工
法
の
中
で

最
も
基
本
と
な
る
土
の
う
積
み
工

法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
各
水
防

団
は
い
ず
れ
も
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
、
迅
速
な
作
業
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

梅
雨
を
前
に
、
水
防
団
の
体
制

整
備
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
水
防
に

対
す
る
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

高
揚
と
災
害
に
備
え
て
の
準
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

九
州
中
央
道

早
期
整
備
を

　

建
設
期
成
会
総
会

　

嘉
島
町
は
５
月
11
日
早
朝
、
緑

川
水
防
演
習
に
先
立
ち
、
陸
上
自

衛
隊
第
８
師
団
と
共
同
で
図
上
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
町

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
内
水
氾

濫
や
堤
防
決
壊
で
水
防
団
だ
け
で

の
対
応
が
困
難
と
な
り
、
自
衛
隊

に
派
遣
を
要
請
、
連
携
し
て
災
害

救
助
を
行
う
と
い
う
想
定
で
、
被

災
地
ま
で
の
経
路
の
確
保
や
伝
達

手
段
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
本
番

さ
な
が
ら
に
緊
張
感
を
も
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
な
ど
関
係
６
市
町
で
作

る
九
州
中
央
道
建
設
促
進
期
成
会

の
平
成
26
年
度
総
会
は
５
月
26
日
、

嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ
、
嘉
島

—

矢
部
間
の
用
地
買
収
の
積
極
的

支
援
や
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
の
事
業
計

画
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
路
線
は
、
嘉
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ—

小

池
高
山
Ｉ
Ｃ
１
・
８
㌔
が
今
年
３

月
に
開
通
。
同
Ｉ
Ｃ—

北
中
島
Ｉ

Ｃ
10
・
８
㌔
は
平
成
30
年
度
に
完

成
予
定
で
す
。
本
年
度
の
国
の
同

路
線
整
備
予
算
は
、
昨
年
度
の
約

１
・
５
倍
の
73
億
７
０
０
０
万
円

に
増
え
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
や
自
衛
隊
も
参
加

水防協議会長
の荒木町長

金澤・嘉島
町水防団長

土のう積み工法に
取り組む嘉島町水防団員

約 300 人が参加した緑川水防演習

九州中央自動車道建設促進期成会の総会
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犬渕河川敷は 500 人

「緑川の日」一斉清掃
14 会場に２万人

　

環
境
保
全
活
動
の
活
性
化
や
防

災
意
識
の
向
上
が
目
的
で
、
今
年

で
21
回
目
で
す
。

　

本
部
会
場
の
嘉
島
町
犬
渕
河
川

敷
に
は
、
河
川
関
係
者
や
流
域
住

民
、
企
業
グ
ル
ー
プ
社
員
、
市
町

村
職
員
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
緑
川
の
日
実
行

委
員
長
の
荒
木
町
長
が
「
清
掃
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
周
囲
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
る
。
き
れ
い
な
川

を
残
し
て
い
く
た
め
に
河
川
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
一
斉
に
清
掃
活
動
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

清
掃
範
囲
は
緑
川
右
岸
の
釈
迦

堂
橋
か
ら
下
流
へ
約
１
キ
ロ
の
範

囲
。
参
加
者
は
ご
み
袋
を
片
手
に
、

草
む
ら
に
入
っ
て
空
き
缶
等
を
拾

っ
た
り
、
水
上
バ
イ
ク
で
川
岸
に

　毎年恒例となった「緑川の日」の一斉清掃
が４月 29 日、緑川流域の 14 会場であり、約
２万人が参加しました。

漂
着
し
た
ご
み
等
を
回
収
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
緑
川
に
関
す
る
パ

ネ
ル
や
生
き
物
の
展
示
、
流
域
名

水
の
利
き
水
大
会
も
あ
り
、
参
加

者
は
緑
川
流
域
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
関
心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
利
き
水
大
会
も

回
収
し
た
ご
み
の
分
別
作
業

ゴ
ミ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級
始
ま
る

第
１
回
「
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
て
た
ま
る
か
」

犬渕河川敷に広がる参加者

熱心に話を聞く学級生の皆さん

講師の山野さん

　

平
成
26
年
度
の
嘉
島
町
高
齢

者
・
婦
人
合
同
学
級
は
４
月
25
日

開
級
。
来
年
３
月
ま
で
、
多
彩
な

テ
ー
マ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
専

門
家
か
ら
学
び
ま
す
。

　

第
１
回
は
「
悪
質
商
法
に
だ
ま

さ
れ
て
た
ま
る
か
」。
県
金
融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
野
和
子
さ

ん
が
、「
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
そ

の
手
口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
」
と
最
近
の
事
例
を
紹
介
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

山
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
近
年
は

高
齢
者
の
相
談
が
増
え
、
健
康
や

住
ま
い
な
ど
の
不
安
に
つ
け
こ
む

手
口
が
横
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

家
庭
を
訪
問
し
て
の
販
売
で
は
、

家
の
無
料
点
検
を
し
て
「
こ
の
ま

ま
だ
と
こ
の
家
は
危
な
い
」
と
高

額
の
修
理
契
約
を
迫
る
。
貴
金
属

を
安
く
買
い
た
た
く
。
電
話
勧
誘

で
は
、
掛
け
軸
購
入
を
迫
り
断
ら

れ
て
も
申
込
書
を
送
り
つ
け
る
。

注
文
し
て
い
な
い
の
に
「
注
文
の

品
物
を
送
り
ま
す
」
と
商
品
を
送

り
つ
け
る
、
な
ど
の
具
体
例
を
挙

げ
、「
い
ず
れ
も
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
契
約
を
解
除
で
き
る
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
次
々
と
大
量
の
商
品

を
押
し
付
け
る
「
次
々
販
売
」
や
、

閉
め
き
っ
た
会
場
で
高
額
商
品
を

売
り
つ
け
る
「
催
眠
商
法
」
な
ど

も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

※
嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
５
町

は
「
広
域
消
費
生
活
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
嘉
島
町
（
☎

２
３
７

−

１
１
１
２
）
は
水
曜
日

で
す
が
、
他
町
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
24
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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廣田会長

嘉島町文化協会
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文 化 祭 は 11 月 ３ 日
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嘉
島
町
文
化
協
会
は
４
月

28
日
、
理
事
・
総
代
会
を
町

民
会
館
で
開
き
、
今
年
の
文

化
祭
は
11
月
３
日
に
町
民
会

館
で
開
く
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
町
民
会

館
は
３
月
開

館
し
た
ば
か

り
で
、
文
化

祭
の
開
催
は

初
め
て
で
す
。

　

野
口
会
長

や
来
賓
あ
い

さ
つ
の
後
、

本
年
度
の
事

業
計
画
、
収

支
予
算
な
ど

を
原
案
通
り

承
認
。
文
化

祭
は
、
発
表

は
ホ
ー
ル
、

作
品
展
示
は
ホ
ワ
イ
エ
や
ロ

ビ
ー
な
ど
で
行
う
予
定
で
す

が
、「
一
人
で
も
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
展
示

方
法
な
ど
を
今
後
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
経
験
で
地
域
貢
献
を

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

平
成
26
年
度
総
会
は
４
月
30
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
の
会
員
は
約
１
０
５
０

人
。
こ
の
日
は
約
３
０
０
人
が
出

席
。
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
の

後
、
中
島
敬
也
会
長
は
、「
少
子

高
齢
化
の
中
、
高
齢
者
は
豊
富
な

知
識
と
経
験
で
地
域
に
貢
献
す
べ

き
。
健
康
と
友
愛
奉
仕
の
精
神
で

豊
か
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
、
荒
木
町
長
は
、「
ご
長

寿
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
し
、
社
会

保
障
や
消
費
税
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
涯
現
役
が
一
番
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

88
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
24
人
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
功
労

者
と
し
て
、
田
端
喜
芳
さ
ん
（
滝

河
原
）、
野
口
憲
介
さ
ん
（
下
六

嘉
）、
園
田
賢
兒
さ
ん
（
上
仲
間
）、

栗
﨑
護
さ
ん
（
犬
渕
）
の
４
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
早
川
町
民
課
長
が

「
認
知
症
を
く
い
と
め
る
毎
日
の

習
慣
」
と
題
し
て
、
脱
水
や
便
秘
、

不
眠
な
ど
に
気
を
つ
け
る
よ
う
講

話
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
各

地
区
の
代
表
が
達
者
な
踊
り
や
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

助けあい、励ましあい、志高く
地域婦人会・健康を守る婦人の会総会

　

平
成
26
年

度
の
嘉
島
町

地
域
婦
人
会

と
健
康
を
守

る
婦
人
の
会

上
益
城
支
部

嘉
島
分
会
の

総
会
は
４
月

27
日
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
歌
斉
唱
に
続
き
、
廣

田
惠
子
会
長
が
「
会
員
が
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
会
員
同
士
の

結
束
を
強
め
、
ご
み
問
題
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
」
と
呼
び
か
け
、

来
賓
の
荒
木
町
長
、
木
田
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
会
務
報
告
・
決

算
、
26
年
度
の
会
務
計
画
・
予
算

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
あ
と
、

新
役
員
が
紹
介
さ
れ
、
熊
本
の
心

「
助
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、
志

高
く
」
を
努
力
目
標
に
掲
げ
、
新

年
度
の
婦
人
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
総
務
課
の
船
田

審
議
員
が
「
交
通
安
全
・
防
犯
に

つ
い
て
」
、
町
民
課
の
安
本
保
健

師
が
「
朝
食
の
大
切
さ
“
食
事
時

間
を
見
直
し
て
若
返
り
”
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。
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信
号
機
交
差
点
の
渡
り
方　
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

東
・
西
小
で
交
通
安
全
教
室

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

—

交
通
安
全
教
室
が
４
月
25
日
に

嘉
島
東
小
で
、
５
月
７
日
に
嘉
島

西
小
で
開
か
れ
、
児
童
た
ち
は
、

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
横
断
歩

道
の
渡
り
方
や
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

御
船
署
交
通
課
の
警
察
官
や
町

の
交
通
指
導
員
が
指
導
。
東
小
で

は
、
１
・
２
年
生
は
学
校
近
く
の

交
差
点
で
実
際
に
信
号
に
従
っ
て

左
右
を
確
認
し
な
が
ら
道
路
を
横

断
。
３
〜
６
年
生
は
校
庭
に
設
営

さ
れ
た
模
擬
交
差
点
を
自
転
車
で

渡
り
、
正
し
い
乗
り
方
を
実
践
し

ま
し
た
。

　

西
小
で
は
、
１
年
生
が
学
校
近

く
の
交
差
点
で
実
践
、
４
年
生
が

校
庭
で
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　
「
道
を
渡
る
と
き
は
、
右
見
て

左
見
て
、
も
う
一
度
右
を
見
る
」

「
自
転
車
は
後
方
の
安
全
を
確
認

し
て
必
ず
左
側
か
ら
乗
り
、
左
側

に
降
り
る
」
な
ど
の
説
明
に
、
児

童
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
て

い
ね
い
に
実
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が

５
月
22
日
、
園
内
に
あ
る
プ
ー

ル
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
大

好
き
な
水
泳
の
季
節
で
す
。

　

年
中
の
す
み
れ
組
は
プ
ー
ル

サ
イ
ド
を
た
わ
し
で
こ
す
り
、

プ
ー
ル
の
外
側
の
汚
れ
は
ス
ポ

ン
ジ
で
ご
し
ご
し
。
年
長
の
さ

く
ら
組
は
、
水
着
で
プ
ー
ル
の

中
。
水
を
浴
び
な
が
ら
床
の
汚

れ
を
ス
ポ
ン
ジ
で
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。
年
少
の
た
ん
ぽ
ぽ
組

は
水
着
姿
で
先
生
が
ホ
ー
ス
で

振
り
ま
く
水
の
シ
ャ
ワ
ー
に
大

は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
の
平
成
26
年
度
総
会
は
５
月

20
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
会
歌
斉
唱
に

続
い
て
、
上
田
け
い
子
会
長
は
、

「
食
育
モ
デ
ル
実
践
講
座
な
ど
の

事
業
も
あ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
協

力
で
活
動
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
平

成
25
年
度
の
活
動
実
績
・
決
算
、

平
成
26
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
し
い
食
生
活
に
よ
り
町
民
の

日
常
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健
康

と
体
力
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年

度
も
親
子
食
育
教
室
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

東
小
の
交
通
安
全
教
室

西
小
の
交
通
安
全
教
室

健
康
は
私
た
ち
の
手
で

町
食
改
協
議
会
総
会

嘉
島
幼
稚
園

水
泳
シ
ー
ズ
ン
開
幕
！



５月 18 日
第 64 回嘉島中学校体育大会

↑力を合わせた綱引き

↑上３枚。熱い思いでバトンをつなだ団対抗リレー

広報かしま2014.6

6

「嘉中魂」

↓
選
手
宣
誓
。
右
か
ら
、
赤
・
中

川
仁
団
長
、
青
・
増
井
隼
団
長
、

黄
・
前
田
功
一
郎
団
長

↑
勝
利
の
歓
声

↑
懸
命
の
応
援

荒
木
町
長

髙
野
校
長

　築け、永遠の絆〜
〜燃えろ、団結の炎



足並みをそろえてムカデ競争
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↓
組
体
操
↑

YOSAKOI
SORAN

↓
カ
シ
マ
ト
ル
ネ
ー
ド

↑
楽
し
く
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

↑
友
情
の
架
け
橋
（
背
渡
り
）

↑
心
を
合
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
プ
↓



↑１、２、３年生の紅白玉入れ

↑紅白対抗「全員」リレー

↑親子のきずな

↑気迫の応援
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←
遥
か
60
～
が
ん
ば
れ
高
学
年
～
↓

↓
白
組
が
ん
ば
れ
！

↓
台
風
の
目
２
０
１
４

↓
全
力
疾
走
の
４
年
生

↑
紅
組
が
ん
ば
れ
！

↑
徒
走
６
年
生
の
ゴ
ー
ル

田村校長 左から、たかもりゆうりくんと
ますながゆうさんの開会の言葉

左から、立石晃誠君と
中冨遥香さんのスローガン発表

東っ子の主役たちよ

最後まで１等めざして  ぶっちぎれ！
５月 24 日　嘉島東小学校大運動会



↑西小ソーラン2014～飛翔～↑３年生のエイサー

↑４年生のエイサー

↑６年生と保護者の大好き！ギュッとして！ハイポーズ！ ↑力が入る紅白対抗綱引き

↑組体操
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竹田校長左から、福重祐太くんと
德永桃亜さんの誓いの言葉

無限の可能性を信じて
最後まで優勝めざしてがんばろう！

５月 24 日　嘉島西小学校大運動会

↑４年生の空飛ぶドーナツ↑３年生の紅白対抗台風の目

↑
５
年
生
の
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
↑
２
年
生
の
お
よ
げ
こ
い
の
ぼ
り

↑
１
年
生
の
ク
ラ
ス
対
抗
玉
入
れ

左から、あらまきゆうなさん、ひだ
なごみさん、うちうらみなみさんの
開会の言葉
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中林会長荒木町長

巡
回
訪
問
を
徹
底

「
行
き
ま
す
聞
き
ま
す
提
案
し
ま
す
」

嘉
島
町
商
工
会
通
常
総
会

　

嘉
島
町
商
工
会
の
平
成
26
年
度

通
常
総
会
は
５
月
20
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
、
提
案
型
の
経
営
支

援
、
巡
回
訪
問
の
推
進
・
強
化
な

ど
を
重
点
目
標
と
す
る
本
年
度
の

事
業
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

中
林
正
信
会
長
は
、
「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
が
今
国
会
で
成

立
予
定
。
国
の
施
策
が
小
企
業
に

シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。
本
年
度

も
『
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提

案
し
ま
す
』
の
理
念
で
巡
回
訪
問

を
徹
底
し
て
い
く
」
。
荒
木
町
長

は
、
「
少
子
高
齢
化
の
な
か
、
町

の
人
口
は
増
え
て
い
る
。
定
住
化

を
図
る
こ
と
で
、
商
工
会
の
活
力

に
も
つ
な
が
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

理
事
欠
員
に
伴
い
、
大
豆
工
房

か
し
ま
の
廣
田
惠
子
さ
ん
を
選
任

し
ま
し
た
。

　

従
業
員
表
彰
は
次
の
通
り
で
す
。

　

◇
永
年
勤
続
者
▽
株
式
会
社
Ａ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

藤
本　

正
明
さ
ん
、

成
松　

和
徳
さ
ん
▽
株
式
会
社
ツ

カ
サ
創
研　

今
村　

真
也
さ
ん

　

◇
特
別
功
労
者
▽
九
州
サ
ン
ト

リ
ー
テ
ク
ノ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会

社　

黒
田　

朋
弘
さ
ん

各
種
事
業
通
じ
て

健
康
意
識
を
向
上

町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

嘉
島
紳
士
が
優
勝

町
軟
式
野
球
協
会

会
長
旗
大
会

池田水神池尻水神社

　

上
島
地
区
。
石
囲
い
の
中
に
高

さ
約
50
㌢
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

灯
籠
に
は
慶
応
２
年
建
立
と
あ
り
、

嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
船
の
安
全

を
祈
願
。
町
内
に
あ
る
水
神
社
２

社
の
一
つ
で
、
町
内
に
は
石
祠
や

石
碑
の
水
神
が
他
に
14
カ
所
あ
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

上
六
嘉
地
区
。
嘉
島
町
誌
に
よ

る
と
、
祭
神
は
「
罔み
ず
は
の
め
が
み

象
女
神
」
。

勧
請
年
は
不
明
。
古
く
は
竜
福
寺

池
の
山
と
い
う
竹
林
の
一
隅
に
あ

り
、
洪
水
で
水
神
が
現
在
地
ま
で

流
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
た
ち
に
今
も
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
嘉
島
町
軟
式
野
球

協
会
主
催
会
長
旗
大
会
は
５
月
18

日
、
町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
嘉
島
紳
士
が

み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
準
決
勝
を
危
な
げ
な
く

勝
っ
た
嘉
島
紳
士
と
、
逆
転
で
接

戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
が
対
戦
。
試
合
は
、
嘉
島
紳
士

が
初
回
に
先
制
を
許
し
た
も
の
の
、

す
ぐ
さ
ま
逆
転
、
中
盤
に
つ
き
放

す
展
開
。
終
盤
に
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

の
猛
攻
を
う
け
ま
し
た
が
、
５
対

４
で
接
戦
を
制
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
嘉
島
町
健
康
づ

く
り
推
進
委
員
会
は
５
月
21
日
、

役
場
で
開
催
。
乳
幼
児
か
ら
青

年
・
壮
年
、
高
齢
者
ま
で
各
年
代

を
対
象
に
し
た
健
診
や
が
ん
検
診
、

健
康
教
室
な
ど
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
町
と
町
内
の
保
健

医
療
・
各
種
団
体
の
代
表
で
構
成
。

荒
木
町
長
は
、
新
委
員
に
委
嘱
状

交
付
の
あ
と
、
「
何
よ
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
が
第
一
。
健
康
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
各
組
織
で

事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

委
員
は
こ
の
後
、早
川
町
民
課
長

を
講
師
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」を
受
講
し
ま
し
た
。
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【お問い合わせ先】
　宇城募集案内所　☎0964－23－2047　　　役場総務課　☎237－1112（213）
　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

各　種　自　衛　官　募　集

自衛隊とは
　「平和を、仕事にする。」
　　　その誇りがあります。
　「国の平和と独立を守る」という
重要な使命のもと、わが国に対する
侵略行為に即座に対応し、自然災害
時には人命救助と復興に尽力します。
　さらには自衛隊の力を必要とする
諸外国に赴き、国際社会の平和にも
貢献しています。

自衛隊で働くということ
　さまざまな形で社会に貢献できる、
　幅広い　フィールドがあります。
　自衛隊には多様な働き方（コース）、多くの職種・職域
があり、自分の興味や得意分野を活かしながら、一人ひと
りがイメージする「将来の自分」を実現できる幅広いフィ
ールドが広がっています。
　また、自衛隊員は特別職国家公務員としての身分が保障
されており、給与、保険など安定した待遇・福利厚生のも
と、不安なく目標に向かって邁進することができます。

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入 ( 校 ) 隊

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満の者

8 月 1 日
～ 9 月 9 日

１次： 9 月 23 日
２次：10 月 18 日
　　 　 ～ 23 日

３次：11 月 15 日
  　～ 12 月 18 日

１次：10 月 10 日
２次：( 海 )11 月 12 日
　　　( 空 )11 月 7 日
最終：27 年 1 月 21 日

　27 年 3 月下旬
　　～ 4 月上旬

※入隊後約 6 年で　
　３等海 ･ 空尉　　

一般曹候補生  18 歳以上
 27 歳未満の者

　　8 月 1 日
　～ 9 月 9 日

１次：9 月 19･20 日
２次：10 月 9 日
　　 　 ～ 15 日

※いずれか 1 日を
　指定されます　

１次：10 月 2 日
最終：11 月 7 日

　27 年 3 月下旬
　　～ 4 月上旬

※入隊後 2 年 9 月経過
　以降選考により　　
　３等陸 ･ 海 ･ 空曹　

自衛官候補生  18 歳以上
 27 歳未満の者

男子 年中 　受付時に通知 試験日に通知 採用予定通知書で通知

女子 8 月 1 日
～ 9 月 9 日

9 月 25 日～ 29 日
※いずれか 1 日を
　指定されます　

11 月 7 日 27 年 3 月下旬
　　～ 4 月上旬

「
平
和
と
安
全
を
守
る
」

町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

　

嘉
島
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
が

５
月
14
日
、
嘉
島
湯
元
水
春
で
行

わ
れ
、
25
年
度
事
業
・
決
算
、
26

年
度
計
画
・
予
算
案
な
ど
を
審
議
、

承
認
し
ま
し
た
。

　

西
山
多
喜
男
会
長
、
荒
木
町
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
吉
住
浩
史
・

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇
城

募
集
案
内
所
長
は
「
嘉
島
町
か
ら

１
名
で
も
多
く
入
隊
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

災
害
派
遣
や
国
防
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
自
衛

隊
員
で
す
が
、
父
兄
会
員
の
気
苦

労
は
絶
え
ま
せ
ん
。
総
会
後
の
懇

親
会
は
、
同
じ
悩
み
な
ど
を
持
つ

会
員
同
士
の
有
意
義
な
意
見
交
換

会
の
場
と
な
り
ま
し
た
。



嘉島中吹奏楽部 大田黒浩一さんかしま太鼓

ザ・わらべ 嘉島町消防音楽隊

肥後ドッコイ平田京子さん

B-tit
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かしま水の郷まつり’14
８月２日 ( 土 )

午後５時 30 分開幕
　

嘉
島
町
の
夏
の
風
物
詩
「
か
し
ま
水
の
郷

ま
つ
り
」
。
こ
と
し
は
８
月
２
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
５
月
13
日
の
実
行
委

員
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
開
幕
時
間
は
昨
年
よ
り
10
分
遅

い
午
後
５
時
30
分
。
会
場
は
例
年
通
り
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
西
側
駐
車
場
、
花
火
点

火
は
午
後
８
時
で
す
。

　

か
し
ま
太
鼓
で
始
ま
る
ス
テ
ー
ジ
の
総
合

司
会
は
大
田
黒
浩
一
さ
ん
。
嘉
島
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
嘉
島
町
消
防
音
楽
隊
、
少
女
舞

踊
・
ザ
わ
ら
べ
、
地
元
の
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
初
出
演
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
イ
ブ
で
活
躍
中
の
地
元
お
笑
い
コ
ン

ビ
・
肥
後
ド
ッ
コ
イ
、
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
歌

謡
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を
２
度
獲
得
し
、
昨
年
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
演
歌
歌
手
・
平
田
京
子
さ

ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

かしま水の郷まつり ’14　進行予定

○日　時：平成26年８月２日（土）
　　　　　　午後５時30分～８時30分
○会　場：イオンモール熊本
　　　　　西側駐車場「特設会場」

５時30分　開幕爆竹　かしま太鼓演奏
　　35分　実行委員長・荒木町長　あいさつ
　　40分　かしま太鼓演奏
６時00分　嘉島中学校吹奏楽部演奏
　　20分　嘉島町消防音楽隊演奏
　　40分　少女舞踊　ザ・わらべショー
７時05分　Ｂ-fitスポーツクラブダンスショー
　　20分　お笑いコンビ　肥後ドッコイ
　　40分　平田京子　歌謡ショー
８時00分　花火点火
　　30分　花火終了　閉幕

【
出
店
ご
希
望
の
方
へ
】

　

「
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り’

14
」
に
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は

   

７
月
１
日
（
火
）
17
時
15
分
ま
で
に
、
左
記
受
付
窓
口
へ

   

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
店
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
応
募
者
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

○
受
付
窓
口

　
町
内
居
住
者　
役
場
企
画
情
報
課　
☎
２
３
７

－

２
６
４
１(

直
通)

　
町
外
居
住
者　
嘉
島
町
商
工
会　
　
☎
２
３
７

－

０
７
３
４

※
町
内
居
住
者
の
名
義
を
借
り
て
の
出
店
に
つ
き
ま
し
て
は
固
く
お

断
り
い
た
し
ま
す
。
名
義
の
貸
し
借
り
が
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
た

場
合
は
出
店
を
お
断
り
し
ま
す
。

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

(

嘉
島
町
企
画
情
報
課)



嘉島中学校１年

小田　真央さん
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《
お
は
な
し
会
》毎
月
第
２
・
４

水
曜
日
16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ

の
部
屋
で
開
い
て
い
ま
す
。
６
月

は
25
日
。
７
月
は
９
、
23
日
で
す
。

　

参
加
無
料
。
大
型
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な

ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

西
小
敷
地
内
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

「
あ
い
あ
い
」
で
は
毎
月
第
４
水

曜
日
13
時
半
か
ら
で
す
。

嘉  島  町  民  会  館
　ホールは、コンサートや演劇公演、講演会、研修会など芸術、文化、音楽振興などのため
にご活用ください。ホワイエは各種作品展示会にも使えます。
　会議や研修、講座などのための各種会議室や図書室もあります。
　町民の皆さんはもちろん、町外の方も利用できます。お気軽にご利用ください。

○ご利用案内：
・予約受付時間　平日の午前９時～午後５時（土・日・祝日を除きます。電話での予約はできません）
・予約受付場所　教育委員会窓口（町民会館内）
・予約受付期間　ホール　利用日の１年前（土・日・祝日の場合は次に来る平日）から２週間前まで
　　　　　　　　会議室等　利用日の３カ月前（土・日・祝日の場合は次に来る平日）から３日前まで
・休　館　日　　月曜日（祝日の場合は次に来る平日）・年末年始（12月28日～１月３日）
・利用時間　　　午前９時から午後10時（図書室は午前９時～午後５時）

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧いただけます。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は　

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７
ー
０
０
５
８

読
ん
で
み
て！

「
君
に
届
け　
１
」

著
者 

下
川
香
苗
、
原
作 

椎
名
軽
穂

　
　
　
　
集
英
社
コ
バ
ル
ト
文
庫

赤毛のアン
	 モンゴメリ　著、西田　佳子　訳
まほろ駅前狂騒曲
	 三浦しをん
ルーズヴェルト・ゲーム
	 池井戸　潤
阿蘇　黒川温泉殺人事件
	 梓　林太郎
シルバー川柳
	 社団法人全国有料老人ホーム協会
	 ＋ポプラ社編集部　編
新版いますぐできるロコモ体操
	 渡會　公治
ゼツメツ少年
	 重松　清
雨ふる本屋	
	 日向　理恵子　作、吉田　尚令　絵
月下花伝～時の橋を駈けて
	 越水　利江子
犬のおもいで
	 三浦　健太

ザッケローニの言葉
	 遠越　段
数の悪魔～算数・数学が楽しくなる12夜
	エンツェンスベルガー　著、丘沢　静也　訳
おばけのコッチ　あかちゃんのまき
	 角野　栄子　さく、佐々木　洋子　え
おとうさんはウルトラマン
　　　　　　　　お父さんの休日	
	 作・絵　みやにしたつや
ねぇ、ほんとにたすけてくれる？	
	 平田　昌広　文、平田　景　絵
とうさんとうさん　いかがなものか？
	 穂高　順也　作、西村　敏雄　絵
あめふり
	 さとう　わきこ　さく・え
おじさんのかさ
	 佐野　洋子　作・絵
大洪水！！あばれ川とたたかった男	
	 文・絵　高村　忠範
どろだらけのじぞうさん
	 谷　真介・文、赤坂　三好・絵

＜ おすすめ本 ＞

　

私
は
、
小
説
の
中
で
も
特
に
こ

の
シ
リ
ー
ズ
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

爽
や
か
な
笑
顔
で
人
気
者
の
風

早
と
、
皆
か
ら
貞
子
と
言
わ
れ
恐

れ
ら
れ
て
い
る
爽
子
の
、
高
校
生

活
で
の
お
話
で
す
。

　

風
早
が
き
っ
か
け
で
ク
ラ
ス
に

な
じ
ん
で
い
く
爽
子
だ
が
、
心
の

ど
こ
か
で
、
風
早
の
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
る
？　

そ
ん
な
二
人
の

ど
っ
き
ど
き
な
物
語
！

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。



　町は、今年金婚を迎えられるご夫婦と結婚 50 周年を迎える方（一
人金婚）の表彰を９月に予定しています。
　表彰を希望される方は事前申し込みが必要ですので、期限までに
申し込みをお願いします。
○該当者
　　　昭和 39 年１月１日から 12 月 31 日までに結婚された方々
○申込先　役場町民課福祉係
　　　※老人クラブ会員は所属の老人クラブにお申し込みください。
○申込期限　７月 18 日（金）17 時まで

【お問い合わせ先】　役場町民課福祉係　☎２３７－２５７６

金婚夫婦と結婚 50 周年 ( 一人金婚 ) の表彰
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予
防
接
種

　
　
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

４
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日

咳
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン
へ

の
移
行
に
伴
い
、
３
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
）
ワ
ク
チ
ン

（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
の
製
造
が
今
年
中
に
終
了

し
、
来
年
以
降
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
で
き
な
く
な
る
予
定
で
す
。

　

予
防
接
種
は
最
初
に
使
用
し
た
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
す
る
の
が
原
則
で
す
。
母

子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
記
録
欄
を
確

認
さ
れ
、
計
４
回
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
方
は
、
実

施
医
療
機
関
に
接
種
の
事
前
予
約
を
し
、

平
成
26
年
12
月
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
３
種
混
合
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　

山
地
外
科
胃
腸
科
医
院

 　
　
　

☎
２
３
７

－

０
０
０
３

　

か
ら
し
ま
小
児
科

 　
　
　

☎
２
３
５

－

６
３
３
３

　

香
田
整
形
外
科

 　
　
　

☎
２
３
７

－

２
８
１
１

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

　
　
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

５
月
下
旬
に
対
象
者
に
接
種
案
内
の

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を
確

認
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

★
集
団
予
防
接
種

○
対
象
者

１
期
初
回

・
３
〜
４
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
生
）

１
期
追
加

・
４
〜
５
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）

○
接
種
場
所　
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

★
個
別
予
防
接
種

○
対
象
者

１
期
追
加

・
小
学
３
年
生
（
平
成
17
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
）

・
小
学
４
年
生
（
平
成
16
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
）

２
期

・
高
校
３
年
生
（
平
成
８
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
）

○
接
種
場
所　
町
内
指
定
医
療
機
関

※
次
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
持

参
で
役
場
町
民
課
保
健
係
に
申
請
を
行

え
ば
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で
き
ま
す
。

○
対
象
者

１
期
初
回

・
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４

　

月
１
日
生
の
方

１
期
追
加

・
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４

　

月
１
日
生
の
方
又
は
平
成
18
年
４
月

　

２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
の
方

ご
不
明
な
点
は
、
町
民
課
保
健
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

健
康

　
　
無
料
歯
科
健
診

　

歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔
内

の
状
態
を
診
る
こ
と
で
、
歯
周
病
を
発

見
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌
が

ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間　
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

　
（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所

 　

玉
置
歯
科
医
院

 　
　

鯰
２
７
１
５

－

１

 　
　
　

☎
２
３
７

－

２
３
７
０

 　

ひ
が
し
歯
科
医
院

　
　

 

下
六
嘉
１
８
７
８

－

３

 　
　
　

☎
３
６
７

－

０
１
１
２
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ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
 　

鯰
１
８
０
８

－

２

  　
　
　

☎
２
３
７

－

２
８
０
１

　

あ
り
む
ら
歯
科
医
院

 　
　

鯰
１
８
３
６

－

２

  　
　
　

☎
２
３
５

－

４
６
１
８

　

イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院

 　
　

上
島
２
１
８
７

－

11
  　

　
　

☎
２
３
４

－

７
２
１
５

（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
加
入
の
町
内

歯
科
診
療
機
関
）

○
対
象　
嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容

　

歯
科
健
診
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

　
　
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

働
く
世
代
の
女
性
の
た
め
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
）
及
び
が
ん
検
診
推
進
事
業

（
大
腸
が
ん
検
診
）
の
対
象
と
な
る
方

に
、
検
診
の
ご
案
内
、
検
診
手
帳
及
び

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
６
月
中
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

○
「
働
く
世
代
の
女
性
の
た
め
の
が
ん

検
診
」「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
と
は

　

嘉
島
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
に
お

い
て
事
業
対
象
と
な
っ
た
方
に
対
し
て
、

検
診
手
帳
及
び
検
診
費
用
が
無
料
と
な

る
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、

が
ん
検
診
の
受
診
機
会
を
提
供
し
、
受

診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
が
ん
の
早
期

発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
、

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
で
す
。
子
宮

頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
が

こ
の
事
業
の
対
象
で
す
。

《
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
対
象
者
》

　

平
成
26
年
４
月
20
日
現
在
で
嘉
島
町

に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
次
の
方
で
す
。

※
年
齢
は
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

○
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

昨
年
４
月
２
日
か
ら
今
年
４
月
１
日

ま
で
に
20
歳
に
な
っ
た
女
性
の
方

○
乳
が
ん
検
診

　

昨
年
４
月
２
日
か
ら
今
年
４
月
１
日

ま
で
に
40
歳
に
な
っ
た
女
性
の
方

○
大
腸
が
ん
検
診

　

昨
年
４
月
２
日
か
ら
今
年
４
月
１
日

ま
で
に
40
、
45
、
50
、
55
、
60
歳
に
な

っ
た
男
女
の
方

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

　
　
Ｈ
Ⅰ
Ⅴ
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。（
要
予
約
）

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期

間
が
あ
る
た
め
、
そ
の
間
は
自
覚
症
状

が
な
く
感
染
に
気
づ
き
に
く
い
病
気
で

す
が
、
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
れ

ば
発
病
の
予
防
や
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
早

め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

御
船
保
健
所
で
は
年
間
を
通
し
て
、

毎
週
木
曜
日
の
９
時
か
ら
11
時
（
第
一

木
曜
日
は
17
時
〜
19
時
）
に
受
け
ら
れ

ま
す
。
検
査
は
、
採
血
後
１
時
間
程
度

で
終
了
し
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

御
船
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

　
　
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

10
項
目　

３
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
１
９
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子
育
て

    
臨
時
福
祉
給
付
金

    
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

嘉
島
町
は
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
を
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
基
準
日
（
平
成
26

年
１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し

て
は
、
６
月
下
旬
に
通
知
と
申
請
書
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

申
請
受
付
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
申

請
書
等
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
６

　
　

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

    「
児
童
手
当
」
現
況
届
の
提
出
を

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
６
月
30

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

○
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し

○
平
成
26
年
１
月
１
日
に
嘉
島
町
内
に

住
民
登
録
の
な
か
っ
た
方
→
前
住
所
地

の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
平
成
26
年

度
所
得
課
税
証
明
書

※
発
行
開
始
日
が
市
町
村
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
前
住
所
地
の
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い
る
場

合
→
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
謄
本
と
生
計
同
一
申
立
書

※
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

    

６
月
期
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

平
成
26
年
２
月
分
〜
５
月
分
の
児
童

手
当
は
、
６
月
10
日
（
火
）
に
そ
れ
ぞ

れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

    

私
立
幼
稚
園
の
就
園
補
助

　

幼
稚
園
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、

本
年
度
も
町
内
に
居
住
す
る
幼
児
を
私

立
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
る
保
護
者
に
各

幼
稚
園
を
通
じ
て
就
園
奨
励
（
保
育

料
・
入
園
料
の
減
免
に
対
す
る
助
成
）

を
行
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

で
、
満
３
歳
児
、
４
歳
児
及
び
５
歳
児

を
私
立
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
で
、
世
帯
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
通
園
す

る
幼
稚
園
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

０
９
３
７

    

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　
７
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
11
時
半
ま
で

○
場
所　
幼
光
保
育
園

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

０
６
０
１

★
そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
６
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里
親
制
度
説
明
会

　

県
は
、
里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
虐
待
や
経
済
的

な
理
由
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
に
代
わ
っ

て
育
て
る
制
度
で
す
。

　

里
親
に
興
味
の
あ
る
方
、
里
親
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
10
日
（
木
）
13
時
半
〜

○
場
所　
上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　
　

２
階
会
議
室

○
内
容　
制
度
説
明
、
個
別
相
談

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３

－

２
２
２
８

年
金

    

農
業
者
年
金
受
給
の
方
へ

　
　

～
現
況
届
提
出
の
お
願
い
～

　

毎
年
、
５
月
後
半
に
農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
に
、
独
立

行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況

届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
現
況
届

は
引
き
続
き
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る

資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。
必
ず
６
月
末
日
ま
で
に

農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
11
月
か
ら
の

年
金
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。（
家
族
の
代
筆
可
）

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農

業
委
員
会
ま
で
直
接
持
参
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
２
９

相
談

    

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

６
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

７
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　
13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

    

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

                              

強
化
週
間

○
期
間

　

６
月
23
日
（
月
）
〜
６
月
29
日
（
日
）

○
時
間

・
６
月
23
日
（
月
）
〜
６
月
27
日
（
金
）

　
　

８
時
半
〜
19
時

・
６
月
28
日
（
土
）
〜
６
月
29
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
等
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

専
用
相
談
電
話

　

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
本
強
化
週

間
以
外
で
も
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
８
時

半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
同
じ
専
用
相
談

電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
６
４

－

２
１
４
５

    

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
熊
本

県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
共
催

で
、
不
動
産
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

会
「
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

７
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

○
相
談
内
容

　

土
地
境
界
の
問
題
、
建
物
未
登
記
の

問
題
、
相
続
登
記
の
問
題
等

※
面
談
・
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま

　

す
（
無
料
・
予
約
不
要
）

　

相
談
電
話
番
号

　

３
６
４

－

０
８
０
０
（
当
日
の
み
）

○
場
所

・
第
１
会
場

　
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

10
階　

会
議
室
８

・
第
２
会
場

　

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館
２
階

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

土
地
家
屋
調
査
士　

嶋
崎　

恵
一

　
　
　
　

☎
２
８
８

－

３
３
４
７

　
　

司
法
書
士　

山
崎　

隆
弘

　
　
　
　

☎
２
８
５

－

１
１
２
０
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も
の
づ
く
り
人
材
育
成

　

熊
本
県
は
、
「
産
業
人
材
強
化
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
は
、
も
の
づ
く
り

の
人
材
育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
助

成
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

   　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　

☎
２
８
９

－

２
４
３
８

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」

  http://w
w

w
.km

t-ti.or.jp/job/　

融
資
相
談

    

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

           　
　
　
経
営
者
の
皆
様
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も

一
定
の
生
活
費
等
を
残
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明

確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
お
い

て
個
人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
、
②

多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、

経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に

事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一

定
の
生
活
費
等
が
残
る
こ
と
を
定
め
る

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
、
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導

の
下
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九
州
本
部

　
　

☎
０
９
２

－

２
６
３

－

０
３
０
０

    

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う

     

中
小
企
業
向
け
相
談
窓
口
設
置　

　

球
磨
郡
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
中
小

企
業
者
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
商
工
関
係
団
体
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

県
の
融
資
制
度
（
金
融
円
滑
化
特
別

資
金
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
）
も

あ
り
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
商
工
振
興
金
融
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３

－

２
３
１
６

　

融
資
制
度
は
☎
３
３
３

－

２
３
１
４

研
修
・
試
験
・
就
活

    

第
２
回
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

　

エ
コ
ラ
イ
フ
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
の

講
師
の
先
生
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

６
月
27
日
（
金
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館　

２
階
大
会
議
室

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

    

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

            

実
務
研
修
受
講
の
試
験

○
期
日

　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
45
分
〜

○
会
場

　

熊
本
学
園
大
学
・
熊
本
大
学

※
会
場
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
公
共

　

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

　

原
則
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
分
野

で
通
算
５
年
（
一
部
10
年
）
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
方
（
試
験
案
内
記

載
）

○
試
験
案
内
配
付
期
間

　

６
月
16
日
（
月
）
〜
７
月
18
日
（
金
）

○
試
験
案
内
配
付
場
所

　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
熊
本
県
認
知
症
対

策
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
、
熊
本
市
高
齢

介
護
福
祉
課

※
土
・
日
曜
、
祝
日
除
く
。
郵
送
で
の

　

配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
受
験
申
込
の
受
付
期
間

　

６
月
16
日
（
月
）
〜
７
月
18
日
（
金
）

○
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
は
、「
試
験
案
内
」
巻

末
の
専
用
封
筒
を
使
用
し
、
１
通
に
つ

き
１
名
分
を
、
必
ず
簡
易
書
留
に
よ
り

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
７
月
18
日
消
印
有
効
。
持
参
不
可
。

○
受
験
手
数
料

　

８
５
０
０
円

○
実
務
研
修
予
定

　

試
験
合
格
者
を
対
象
に
、
実
務
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

・
時
期　

１
月
〜
３
月
で
７
日
間
（
前

　

期
３
日
、
後
期
４
日
）

・
会
場　

熊
本
市

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協

　

議
会　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
３
２
２

－

８
０
７
７
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県
民
介
護
講
座

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

は
、
県
民
の
方
を
対
象
に
、
年
間
を
通

し
て
実
施
し
て
い
る
介
護
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
内
容
や
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.saw
ayaka.or.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４

－

３
０
９
１

    

熊
本
県
調
理
師
試
験

○
試
験
期
日　
８
月
29
日
（
金
）

○
試
験
会
場　
東
海
大
学
熊
本
校
舎

○
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店
や
給

食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調
理
業
務

従
事
経
験
の
あ
る
方

○
願
書
配
布

　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進

課
な
ど
で
配
布

○
願
書
受
付

　

６
月
16
日
（
月
）
〜
６
月
20
日
（
金
）

○
提
出
先　
御
船
保
健
所（
町
内
の
方
）

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

御
船
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

    

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

○
日
時

　

８
月
５
日
（
火
）
10
時
〜
12
時

○
場
所

　

九
州
学
院
高
等
学
校

○
試
験
の
種
類
（
次
の
う
ち
１
種
選
択
）

・
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

・
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

・
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

○
受
験
手
続

　

県
庁
薬
務
衛
生
課
及
び
各
地
域
振
興

局
衛
生
環
境
課
（
保
健
所
衛
生
環
境

課
）
で
配
布
す
る
受
験
願
書
に
て
申
し

込
み

○
願
書
受
付
期
間

　

６
月
20
日
（
金
）
ま
で

○
願
書
提
出
先

　

最
寄
り
の
地
域
振
興
局
衛
生
環
境
課

又
は
県
庁
薬
務
衛
生
課

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局

　
　
　

薬
務
衛
生
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３

－

２
２
４
２

    

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

　

７
月
17
日
（
木
）
９
時
〜
17
時

　

７
月
18
日
（
金
）
９
時
〜
12
時

※
受
付
は
８
時
半
か
ら
。
２
日
間
の
受

講
を
要
し
、
講
習
開
始
時
間
に
10
分
以

上
遅
れ
た
方
は
受
講
を
お
断
り
し
ま
す
。

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館　

２
階
大
会
議
室

○
受
講
申
込
受
付

・
期
間　

７
月
11
日
（
金
）
ま
で
の
平

日
８
時
半
か
ら
17
時
ま
で

・
場
所　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

※
先
着
70
名
。
受
講
申
込
書
は
上
益
城

消
防
署
、
山
都
消
防
署
、
蘇
陽
出
張
所

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
上
益
城
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

○
受
講
料

　

４
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

○
そ
の
他

　

筆
記
用
具
、
昼
食
は
各
自
持
参

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
２
８
２

－

１
９
６
３

   　

 

訪
問
看
護
師
養
成
研
修

        　

  （
リ
カ
レ
ン
ト
研
修
）

　

熊
本
県
と
九
州
看
護
福
祉
大
学
は
、

潜
在
看
護
師
の
方
（
一
時
現
役
を
退
い

た
看
護
職
の
方
で
職
場
復
帰
を
考
え
て

い
る
方
）
を
対
象
に
、
医
療
の
動
向
や

訪
問
看
護
制
度
、
看
護
技
術
を
再
学
習

し
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
基

礎
を
学
ぶ
研
修
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
職
場
選
択
に

つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
８
日
（
火
）、
９
日

（
水
）、
11
日
（
金
）、
12
日
（
土
）、
14

日
（
月
）、
15
日
（
火
）

○
開
催
場
所

　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
（
宇
城
市
）

※
７
月
14
日
（
月
）
の
み
「
ラ
ポ
ー
ト

　

小
川
（
宇
城
市
）」

 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
看
護
福
祉
大
学
生
涯
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー　

熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画

訪
問
看
護
推
進
人
材
育
成
事
業
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
８

－

７
５

－

１
８
０
０

    

若
い
方
の
仕
事
探
し
は

         　
　
　
　
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
へ

　

熊
本
県
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局
内

（
１
階
福
祉
課
前
）に「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

・
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は
そ
の

　

保
護
者
の
方

・
学
生
、
生
徒
（
大
学
生
、
短
大
生
、

　

専
門
学
校
生
、
高
校
生
）
及
び
そ
の

　

保
護
者
の
方

・
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容

・
就
職
に
関
す
る
相
談

・
職
業
適
性
診
断

・
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の

　

開
拓

・
出
前
相
談
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○
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
10
時
〜
17
時

※
土
日
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

　
　
　
　
　
　

☎
２
８
２

－

１
０
１
３

    

放
送
大
学　
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が

ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
３
４
１

－

０
８
６
０

環
境
・
マ
ナ
ー

    

農
繁
期
の
農
作
業
に
ご
注
意
を

　
　
～
消
毒
、
わ
ら
焼
却
の
煙
～

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
米
、
麦
、
大

豆
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
農
作
物
の

栽
培
管
理
に
お
い
て
、
消
毒
を
行
っ
た

り
、
や
む
を
得
ず
麦
ワ
ラ
、
稲
ワ
ラ
の

焼
却
を
行
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
風
向

き
等
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
隣
接
す
る

住
宅
住
民
へ
の
事
前
の
声
か
け
や
、
児

童
・
生
徒
の
登
下
校
の
時
間
帯
を
避
け

る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
周
辺
農

地
の
様
子
を
う
か
が
い
、
消
毒
が
行
わ

れ
そ
う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を
閉
め
る
、

洗
濯
物
等
の
外
干
し
を
控
え
る
な
ど
の

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
か
ら
消
毒
や
焼
却
を
行
う
時
期
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
の
で
、
詳
し
い
期
日
等
は
役
場

農
政
課
、
ま
た
は
上
益
城
農
協
農
産
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
消
毒　
麦　

４
月
上
旬
～
中
旬

　
　
　
　

米　

９
月
上
旬

○
わ
ら
焼
却  

　
　
　
　

麦　

６
月
上
旬
～
下
旬

　
　
　
　

米　

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
２
９

　
　
　

上
益
城
農
協
農
産
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
４

－

１
１
５
６

    

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
ふ
ん
の
始
末
は
し
っ
か
り
と
！

　

道
路
や
公
園
な
ど
み
ん
な
が
利
用
す

る
場
所
や
他
人
の
土
地
を
、
犬
の
ふ
ん

で
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
散

歩
中
の
ふ
ん
等
は
飼
い
主
が
責
任
を
も

っ
て
持
ち
帰
り
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

お
と
な
し
い
犬
で
も
興
奮
し
て
人
や

他
の
飼
い
犬
に
噛
み
つ
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
犬
が
そ
ば
に
近
寄
っ
て
く
る
だ

け
で
恐
怖
感
を
感
じ
る
方
も
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
飼
い
主
が
誰
か
分
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

　

鑑
札
、
注
射
済
票
、
名
札
等
を
付
け

る
か
、
飼
い
主
名
や
連
絡
先
を
記
入
す

る
な
ど
し
て
、
万
が
一
い
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
飼
い
主
が
特
定
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
保
健
所
や
警
察
署
に

保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
保
健
所
、
役
場
、
交
番
等
へ
の
問

い
合
わ
せ
も
必
要
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
も
あ
な
た
の
家
族
で
す
。
近

隣
や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

な
く
、
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
た
め

に
、
飼
い
主
と
し
て
の
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

月
間

    

６
月
は
「
環
境
月
間
」

　

毎
年
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
全
国

各
地
で
環
境
に
関
す
る
行
事
や
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
身
近
な
環
境
を
意
識
し
、

自
ら
の
生
活
を
見
直
し
、
行
動
す
る
契

機
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
は
「
熊
本
県
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
に
取
り
組
み
、

石
油
、
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化

10
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防
止
の
た
め
の
県
内
統
一
行
動
と
し
て

①
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
・
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
②
マ
イ
バ
ッ
ク
利
用
③
省
エ
ネ
家

電
・
製
品
購
入
④
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
短

縮
⑤
冷
暖
房
設
定
温
度
の
適
正
化
⑥
地

産
地
消
の
６
項
目
が
重
点
的
に
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
で
何
気
な
く
使
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
な
ど
を
無
駄
に
し
な

い
心
掛
け
が
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

    

６
月
は
食
育
月
間

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切

さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど
、
家

族
や
身
近
な
人
と
「
食
」
を
見
つ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、「
く
ま
も
と
食
で
育
む

命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食

生
活
・
食
育
推
進
計
画
）」
に
基
づ
き
、

食
育
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３

－

２
２
５
２

○
募
集
人
員　

１
名

○
必
要
条
件　

保
健
師
又
は
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
方
（
但
し
、
経
験
豊
富

な
方
）
で
、
一
定
の
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
入
力
作
業
が
で
き
、

普
通
自
動
車
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
応
募
方
法　

写
真
貼
付
の
履
歴
書

（
市
販
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
業
務
内
容　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

○
任
用
期
間

　

26
年
８
月
１
日
〜
27
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間
等　

　

月
曜
〜
金
曜
の
８
時
半
〜
17
時
15
分

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
面
接
日　

７
月
８
日
（
火
）

○
書
類
提
出
期
間　

６
月
16
日
（
月
）

〜
６
月
27
日
（
金
）　

※
土
・
日
祝
日

を
除
く
８
時
半
〜
17
時
15
分
。
郵
送
は

６
月
27
日
（
金
）
消
印
ま
で
有
効

 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
８
６
１

－

３
１
０
６

　
　

上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
５
１

　
　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

情
報
公
開
・
個
人
情
報

　

 

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保

　

 

護
条
例
の
平
成
25
年
度
運
用
状
況

　

町
で
は
、
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人

情
報
保
護
条
例
を
平
成
14
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
そ
の
運
用
を
毎
年
度
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
情
報
公
開
条
例

区　
　

分

開
示
請
求

実 

施 

機 

関 

名

町
長

計

請
求
件
数

１

１

請求・申出に対する決定等の内容

全
部
開
示

１

１

部
分
開
示

０

０

不
開
示

０

０

不
存
在

０

０

存
否
拒
否

０

０

取
下
げ

０

０

○
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
及
び

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
す
る

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
開
示
請
求
に
対
す
る
不
服
申
立
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例

区　

分

口
頭
に
よ
る
個
人

情
報
開
示
請
求

実
施
機
関

町
長

試
験
等
の

名　
　

称

嘉
島
町
職
員

（
一
般
事
務
）

採
用
試
験

計

開
示
件
数

２

２

※
「
口
頭
に
よ
る
個
人
情
報
開
示
請

求
」
と
は
、
実
施
機
関
が
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
口
頭
に

よ
る
開
示
請
求
を
認
め
る
も
の
で
、
現

在
、
町
職
員
の
採
用
試
験
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
町
長
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員

会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

対
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
（
口
頭

に
よ
る
開
示
請
求
を
除
く
）、
訂
正
請

求
及
び
是
正
の
申
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
開
示
請
求

及
び
訂
正
請
求
に
対
す
る
不
服
申
立
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

２
６
４
１

　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
嘱
託
職
員
募
集
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　以
前
参
加
し
た
人
権
教
育
研
修
会

で
、
講
師
の
先
生
が
こ
ん
な
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

　「今
か
ら
一
つ
の
話
を
し
ま
す
。

し
っ
か
り
場
面
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　『あ
る
少
年
が
事
故
に
遭
い
、
救

急
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
救
急

車
が
病
院
に
着
き
、
救
急
車
か
ら
降

ろ
さ
れ
た
そ
の
少
年
を
見
た
担
当
の

外
科
医
は
自
分
の
目
を
疑
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
少
年
は
自
分

の
息
子
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
揺
れ
る

心
を
抑
え
な
が
ら
、
そ
の
外
科
医
が

少
年
の
救
命
処
置
を
し
て
い
る
と
、

事
故
を
聞
き
つ
け
た
そ
の
少
年
の
父

親
が
慌
て
て
病
院
に
か
け
つ
け
て
き

ま
し
た…

』

　こ
の
話
を
聞
い
て
何
か
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　さ
て
、
皆
さ
ん
は
何
か
不
思
議
に

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　こ
の
研
修
会
の
会
場
で
も
、
こ
こ

ま
で
話
が
あ
っ
た
時
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、「
な
ん
か
変
な
感
じ
が
す
る
な

あ
」
と
い
う
声
が
漏
れ
た
の
で
す
。

「
少
年
は
外
科
医
の
息
子
な
の
に
、

ど
う
し
て
後
か
ら
ま
た
父
親
が
来
る

の
だ
ろ
う
か
？
」「
き
っ
と
、
少
年

の
両
親
は
一
度
離
婚
し
て
、
再
婚
し

た
か
ら
、
少
年
に
は
二
人
父
親
が
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　そ
ん
な
会
場
の
声
を
聞
い
て
講
師

の
先
生
が
ニ
ヤ
リ
。

　「皆
さ
ん
は
、
病
院
の
外
科
医
が

少
年
の
父
親
だ
と
思
っ
た
か
ら
、
父

親
が
二
人
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
持

ち
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

大
き
な
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

実
は
、
そ
の
外
科
医
は
少
年
の
母
親

だ
っ
た
か
ら
で
す
。」

　も
う
、皆
さ
ん
お
わ
か
り
で
す
ね
。

『
外
科
医
＝
男
性
』
と
い
う
偏
っ
た

見
方
が
、
事
実
を
見
え
な
く
し
て
い

た
の
で
す
。

　私
た
ち
の
生
活
の
中
に
も
、
そ
ん

な
予
断
や
偏
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。　「き

っ
と
あ
の
人
は
○
○
だ
か
ら

…

」。
そ
ん
な
会
話
が
身
近
な
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。し
か
し
、

そ
の
言
葉
の
裏
で
た
く
さ
ん
の
人
が

傷
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

　差
別
を
生
ん
だ
り
、
そ
の
差
別
を

広
げ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
原
因
の
一

つ
に
予
断
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
本

当
は
ど
う
な
の
か
、
自
分
の
目
や
耳

で
事
実
を
確
か
め
る
こ
と
が
、
差
別

を
な
く
す
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その267〕

事
実
を
見
る
目
を

　
　
　

 

養
い
ま
し
ょ
う

学校や幼稚園・保育所などでは、
どのように取り組まれているのですか？

１【就学前教育】

　人間形成の基礎を確立するうえで極めて重要な
時期ととらえ、すべての幼稚園・保育所において、
人権を大切にする心を育てる就学前教育に努めて
います。
　そのため、職員自身の豊かな人間性や専門性の
確立などをめざし、研修の充実を図っています。

２【学校教育】

　学校教育については人権文化の創造に向けて、
同和問題を人権問題の重要な柱としてとらえ、あ
らゆる人権問題の解決のために、様々な機会を通
して児童生徒の人権意識を培い、差別意識の解消
に向けた人権教育を推進しています。
　具体的には、児童生徒一人ひとりの人権が守ら
れた環境の中で、その発達段階に応じながら、人
権尊重に対する豊かな感性や、主体的な意識、実
践力を持った児童生徒の育成に努めています。
　そのために、すべての教職員がそれぞれの職責
を自覚した推進体制のもと、児童生徒への愛情や

教育への使命感を抱きながら、指導者としての資
質や実践的指導力の向上に努めています。
　また、学校が地域に開かれた人権教育・啓発の
推進拠点として、その役割が発揮されるよう、学
校と家庭・地域との間で、緊密な連携を図ってい
ます。

３【社会教育】

　単に人権問題を知識として学ぶだけではなく、
互いの人権を尊重する態度や行動を培うことので
きる人権感覚が身につくような学習に努めていま
す。
　また、家庭教育はすべての教育の出発点という
重要な役割を担っており、情報の提供などにより、
家庭教育を支援しています。

（熊本県人権啓発資料より）

6 月 の 納 税 等 7 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税 …………………②期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料　　③期
介護保険料
保　育　料 ………………７月分
下水道使用料 ……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年7月31日（木）

町県民税 ………………………①期
国民健康保険税　  
後期高齢者医療保険料 ②期
介護保険料  
保　育　料 …………………６月分
下水道使用料 ………………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年6月30日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

６月25日
７月  ９日

町税務課員が対応します。
☎237－2639（直通）

※取扱金融機関…上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※領収は、通帳によりご確認下さい。“納税であなたが築く豊かな郷土”

} }

同和問題の解決をめざして

６月は暴走族取締強化月間

☎ 237-0044

◎暴走族の実態と動向
　現在は、小規模化し、その構成
員数も年々減少傾向にあります
が、小集団によるゲリラ型爆音暴
走を敢行するなど、依然として一
般通行車両や周辺住民に迷惑を及
ぼしています。
◎暴走族を追放するために
　警察では、暴走族の解体や構成
員の脱退を図っており、６月は
「暴走族取締強化月間」に指定、
徹底した取り締まりや補導等の強
化を行っています。
　嘉島町でも暴走族のいない安全
で安心して暮らせるまちづくりを
推進するため、
暴走をしない！させない！見に行
かない！　の暴走族追放「三ない
運動」を徹底しましょう！
　皆さんの周りで、
・ナンバープレートのないオート
バイが隠してある
・改造したオートバイや乗用車を
乗り回している
・暴走族らしい少年がたむろして
いる
などを見たり聞いたりしたとき
は、嘉島交番、御船警察署または
110番に通報してください。

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会
（TEL282-1110　内線261～264）

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者
等の安全確保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発
生した
　◎声かけ事案、不審者の出没など、子どもに対する犯
　罪の前兆と思われる事案情報
　◎行方不明、高齢者等の手配、迷い人に関する情報
　◎高齢者等の安全・安心に関する情報
　◎防犯パトロール等に有益な情報
　◎強盗等重要または特殊な犯罪発生に関する情報
　等、安全・安心に関する情報を警察から登録された方
　の携帯電話やパソコンにメールで配信するものです。
　「ゆっぴー安心メール」へのご登録をお願いします！

会員を随時募集
しています！！
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　以
前
参
加
し
た
人
権
教
育
研
修
会

で
、
講
師
の
先
生
が
こ
ん
な
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

　「今
か
ら
一
つ
の
話
を
し
ま
す
。

し
っ
か
り
場
面
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　『あ
る
少
年
が
事
故
に
遭
い
、
救

急
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
救
急

車
が
病
院
に
着
き
、
救
急
車
か
ら
降

ろ
さ
れ
た
そ
の
少
年
を
見
た
担
当
の

外
科
医
は
自
分
の
目
を
疑
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
少
年
は
自
分

の
息
子
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
揺
れ
る

心
を
抑
え
な
が
ら
、
そ
の
外
科
医
が

少
年
の
救
命
処
置
を
し
て
い
る
と
、

事
故
を
聞
き
つ
け
た
そ
の
少
年
の
父

親
が
慌
て
て
病
院
に
か
け
つ
け
て
き

ま
し
た…

』

　こ
の
話
を
聞
い
て
何
か
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　さ
て
、
皆
さ
ん
は
何
か
不
思
議
に

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　こ
の
研
修
会
の
会
場
で
も
、
こ
こ

ま
で
話
が
あ
っ
た
時
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、「
な
ん
か
変
な
感
じ
が
す
る
な

あ
」
と
い
う
声
が
漏
れ
た
の
で
す
。

「
少
年
は
外
科
医
の
息
子
な
の
に
、

ど
う
し
て
後
か
ら
ま
た
父
親
が
来
る

の
だ
ろ
う
か
？
」「
き
っ
と
、
少
年

の
両
親
は
一
度
離
婚
し
て
、
再
婚
し

た
か
ら
、
少
年
に
は
二
人
父
親
が
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　そ
ん
な
会
場
の
声
を
聞
い
て
講
師

の
先
生
が
ニ
ヤ
リ
。

　「皆
さ
ん
は
、
病
院
の
外
科
医
が

少
年
の
父
親
だ
と
思
っ
た
か
ら
、
父

親
が
二
人
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
持

ち
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

大
き
な
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

実
は
、
そ
の
外
科
医
は
少
年
の
母
親

だ
っ
た
か
ら
で
す
。」

　も
う
、皆
さ
ん
お
わ
か
り
で
す
ね
。

『
外
科
医
＝
男
性
』
と
い
う
偏
っ
た

見
方
が
、
事
実
を
見
え
な
く
し
て
い

た
の
で
す
。

　私
た
ち
の
生
活
の
中
に
も
、
そ
ん

な
予
断
や
偏
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。　「き

っ
と
あ
の
人
は
○
○
だ
か
ら

…

」。
そ
ん
な
会
話
が
身
近
な
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。し
か
し
、

そ
の
言
葉
の
裏
で
た
く
さ
ん
の
人
が

傷
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

　差
別
を
生
ん
だ
り
、
そ
の
差
別
を

広
げ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
原
因
の
一

つ
に
予
断
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
本

当
は
ど
う
な
の
か
、
自
分
の
目
や
耳

で
事
実
を
確
か
め
る
こ
と
が
、
差
別

を
な
く
す
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その267〕

事
実
を
見
る
目
を

　
　
　

 

養
い
ま
し
ょ
う

学校や幼稚園・保育所などでは、
どのように取り組まれているのですか？

１【就学前教育】

　人間形成の基礎を確立するうえで極めて重要な
時期ととらえ、すべての幼稚園・保育所において、
人権を大切にする心を育てる就学前教育に努めて
います。
　そのため、職員自身の豊かな人間性や専門性の
確立などをめざし、研修の充実を図っています。

２【学校教育】

　学校教育については人権文化の創造に向けて、
同和問題を人権問題の重要な柱としてとらえ、あ
らゆる人権問題の解決のために、様々な機会を通
して児童生徒の人権意識を培い、差別意識の解消
に向けた人権教育を推進しています。
　具体的には、児童生徒一人ひとりの人権が守ら
れた環境の中で、その発達段階に応じながら、人
権尊重に対する豊かな感性や、主体的な意識、実
践力を持った児童生徒の育成に努めています。
　そのために、すべての教職員がそれぞれの職責
を自覚した推進体制のもと、児童生徒への愛情や

教育への使命感を抱きながら、指導者としての資
質や実践的指導力の向上に努めています。
　また、学校が地域に開かれた人権教育・啓発の
推進拠点として、その役割が発揮されるよう、学
校と家庭・地域との間で、緊密な連携を図ってい
ます。

３【社会教育】

　単に人権問題を知識として学ぶだけではなく、
互いの人権を尊重する態度や行動を培うことので
きる人権感覚が身につくような学習に努めていま
す。
　また、家庭教育はすべての教育の出発点という
重要な役割を担っており、情報の提供などにより、
家庭教育を支援しています。

（熊本県人権啓発資料より）

6 月 の 納 税 等 7 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税 …………………②期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料　　③期
介護保険料
保　育　料 ………………７月分
下水道使用料 ……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年7月31日（木）

町県民税 ………………………①期
国民健康保険税　  
後期高齢者医療保険料 ②期
介護保険料  
保　育　料 …………………６月分
下水道使用料 ………………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年6月30日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

６月25日
７月  ９日

町税務課員が対応します。
☎237－2639（直通）

※取扱金融機関…上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※領収は、通帳によりご確認下さい。“納税であなたが築く豊かな郷土”

} }

同和問題の解決をめざして

６月は暴走族取締強化月間

☎ 237-0044

◎暴走族の実態と動向
　現在は、小規模化し、その構成
員数も年々減少傾向にあります
が、小集団によるゲリラ型爆音暴
走を敢行するなど、依然として一
般通行車両や周辺住民に迷惑を及
ぼしています。
◎暴走族を追放するために
　警察では、暴走族の解体や構成
員の脱退を図っており、６月は
「暴走族取締強化月間」に指定、
徹底した取り締まりや補導等の強
化を行っています。
　嘉島町でも暴走族のいない安全
で安心して暮らせるまちづくりを
推進するため、
暴走をしない！させない！見に行
かない！　の暴走族追放「三ない
運動」を徹底しましょう！
　皆さんの周りで、
・ナンバープレートのないオート
バイが隠してある
・改造したオートバイや乗用車を
乗り回している
・暴走族らしい少年がたむろして
いる
などを見たり聞いたりしたとき
は、嘉島交番、御船警察署または
110番に通報してください。

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会
（TEL282-1110　内線261～264）

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者
等の安全確保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発
生した
　◎声かけ事案、不審者の出没など、子どもに対する犯
　罪の前兆と思われる事案情報
　◎行方不明、高齢者等の手配、迷い人に関する情報
　◎高齢者等の安全・安心に関する情報
　◎防犯パトロール等に有益な情報
　◎強盗等重要または特殊な犯罪発生に関する情報
　等、安全・安心に関する情報を警察から登録された方
　の携帯電話やパソコンにメールで配信するものです。
　「ゆっぴー安心メール」へのご登録をお願いします！

会員を随時募集
しています！！

広報かしま広報かしま 2014.6 2014.6

― 21 ― ― 20 ―

〔その 267〕

学校や幼稚園・保育所などでは、

１【就学前教育】

　人間形成の基礎を確立するうえで極めて重要な
時期ととらえ、すべての幼稚園・保育所において、
人権を大切にする心を育てる就学前教育に努めて
います。
　そのため、職員自身の豊かな人間性や専門性の
確立などをめざし、研修の充実を図っています。
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。
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住
民
が
安
心
し
て
消
費
生
活
相

談
が
で
き
る
広
域
連
携
の
相
談
室

が
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

は
益
城
町
も
加
入
。
上
益
城
５
町

の
垣
根
を
越
え
て
全
域
で
相
談
を

受
け
付
け
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
２
３
３

件
（
嘉
島
町
50
件
）
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
が
急
増
し
、
消
費
者

金
融
な
ど
の
債
務
整
理
に
関
す
る

相
談
は
減
少
傾
向
で
し
た
。

【
Ｈ
25
年
度
の
特
徴
的
な
相
談
】

　
複
雑
で
深
刻
化
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
、
他
機
関
と
の
連
携
や
注

意
喚
起
の
啓
発
で
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
相
談
室
を

ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
消
費
者
問
題
の
主
役
は
、
あ
く

ま
で
も
相
談
者
自
身
で
す
が
、
交

渉
力
が
不
十
分
な
方
の
場
合
、
法

的
根
拠
を
基
に
被
害
回
復
を
求

め
、
相
談
室
が
事
業
者
と
あ
っ
せ
ん

交
渉
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
相
談
内
容
次
第
で
は
、
無
料
法

律
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
中

で
、　「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
？
」「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
、
少
し
で
も
聞
い
て
み
た
い…

」

な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
上
益
城
５
町
い
ず
れ
の
相
談
室

も
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
早
め
の
相
談
で
、
一
緒
に
解
決

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室・嘉

島
町
は
、毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。☎
２
３
７-

１
１
１
２
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 見守り新鮮

情報６月号

あ
な
た
を
守
る
　
み
ん
な
が
守
る

〜
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
〜

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費

者
に
と
っ
て
最
も
頼
れ
る
「
砦
」

で
す
。
全
国
７
０
０
カ
所
以
上

（
13
年
７
月
１
日
現
在
）
に
設
置

さ
れ
、年
間
85
万
件（
12
年
度
）の

相
談
を
受
け
、
そ
の
迅
速
か
つ
公

平
な
解
決
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

○
身
近
な
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
な
ど
で

複
雑
・
多
様
化
、
被
害
も
甚
大
・

深
刻
化
し
て
解
決
に
は
よ
り
高
度

な
専
門
知
識
が
不
可
欠
に
な
っ
て

い
ま
す
。
悪
質
商
法
も
ず
る
賢
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
協
力
し
て
対
応
し
な
い
限

り
、被
害
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た

め
に
、「
消
費
者
安
全
法
」
で
は
、

都
道
府
県
・
市
区
町
村
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
よ
う

《
消
費
者
の
た
め
の
法
と
制
度
》

　
　
　

  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

規
定
し
て
お
り
、
身
近
で
利
用
し

や
す
い
地
域
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の

設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
と
き
や
、
契
約
前
に
予
備

知
識
を
入
手
し
た
い
と
き
な
ど
、

積
極
的
に
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
談
す
る
前
に

　
相
談
す
る
際
に
心
が
け
た
い
こ

と
の
一
つ
は
、
相
談
内
容
を
整
理

し
た
メ
モ
を
作
成
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
要
領

よ
く
説
明
で
き
、
解
決
し
た
い
方

向
性
も
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
次
に
、契
約
書
、取
扱
説
明
書
、

領
収
書
（
時
間
的
経
緯
が
分
か

る
）、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、渡
さ
れ
た
目

論
見
（
も
く
ろ
み
）
書
な
ど
の
関

係
書
類
を
手
元
に
そ
ろ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
質
問
に
迅
速
か
つ
正

確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
助
言
、
あ
っ
せ
ん
、
情
報
提
供

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談

に
対
し
て
、
相
談
者
本
人
が
自
力

で
解
決
で
き
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
再
発
防
止
の
意
味
か
ら
も
有

効
な
「
助
言
」
を
与
え
て
、
な
る

べ
く
本
人
に
交
渉
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
高

齢
な
ど
で
自
力
で
の
交
渉
が
難
し

い
場
合
や
内
容
が
複
雑
な
場
合
な

ど
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
当

事
者
の
間
に
入
っ
て「
あ
っ
せ
ん
」

に
よ
る
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
同
様
・
類
似
の

事
例
が
あ
っ
て
解
決
の
道
筋
が
つ

い
て
い
る
相
談
に
は「
情
報
提
供
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
法
的

強
制
力
や
強
制
権
限
は
有
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
消
費
者
と
事
業
者
と

の
間
に
入
っ
て
、
両
者
の
構
造
的

格
差
を
踏
ま
え
中
立
・
公
正
な
解

決
策
を
見
出
す
よ
う
最
大
限
努
め

て
い
ま
す
。

○
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
初
め
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
と
き
は
勇
気
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
電
話
で
顔
の
見

え
な
い
相
談
員
に
ど
う
説
明
す
る

か
悩
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

相
談
員
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
が
蓄
積
さ

れ
て
、
被
害
の
未
然
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
注
意
点
な
ど
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
く
ら
し
の
豆
知
識
」 

よ
り
）

※

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
・

　嘉
島
町
☎
２
３
７
|
１
１
１
２

（
水
曜
日
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
契
約

・
住
宅
ロ
ー
ン
、
サ
ラ
金
の
借
金

・
中
古
車
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

・
ネ
ッ
ト
上
の
占
い
サ
イ
ト
、
芸

能
人
の
サ
ク
ラ
サ
イ
ト

・
携
帯
電
話
会
社
変
更
やW

ifi

契

約
・
携
帯
電
話
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
や
光
回
線
契
約
と
プ
ロ

バ
イ
ダ
契
約

・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
退
去
費
用

・
土
地
の
名
義
変
更
や
相
続
問
題
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両親　ロンドンから嘉島へ！
　ゴルデーンウィークの期間中、遠くロンドンか
ら両親が会いに来てくれました。私は、１年半ぶ
りに会えるのをとても楽しみにしていました。２
週間の旅行期間中、嘉島町を案内したり、一緒に
あちこちへ行ったりしました。両親は、私が仕事
をしていた時も、２人で熊本城、水前寺公園、鹿
児島へ行っていました。幸運なことに迷子になっ
ていませんでした。

　両親は、自然と植物や花が好きで、嘉島町は本
当にきれいだと言いました。嘉島町の湧き水と浮
島神社を見せたかったので、そこまで歩いてピク
ニックをしました。もちろんイオンモールへも連れ
て行きました。母は、100円ショップが大好きみた

My parents came all the way from London to 
visit me during Golden Week. I last saw them 
nearly a year and a half ago so I was really look-
ing forward to meeting them. During their two 
week trip I showed them around Kashima and 
we went to many places together. They also 
went to some places alone; when I was at work 
they went to Kumamoto Castle, Suizenji gar-
dens and Kagoshima by themselves. Luckily 
they didn’t get lost！

My parents like plants and nature and they 
thought Kashima was really beautiful.  I wanted 
to show them the spring water and Ukishima 
Shrine so we walked there and had a picnic.Of 
course I also took them to Aeon Mall. My mum 
loves the 100 yen shop.They spent a long time in 
the supermarket looking at all the Kumamon 
goods and at all the foods you can’t buy in the 
U.K like burdock and lotus root.They tried a lot 
of Japanese foods like sashimi, eel and Karashi-
renkon. They liked them all! They also liked 

plum wine and Japanese beer.I was surprised that the thing my mum didn’t like was 
green tea ice cream. It’s so good！

On other days, we went to Tsujunkyou in Yamato town, visited my friend’s family 
in Hasami town in Nagasaki, and Kyoto too. They had a really great time in Japan and 
are taking lots of souvenirs back home for their friends and my sister.

London to Kashima ！

いです。スーパーで、くまモングッズやイギリスで
買えないもの、たとえば、ゴボウやレンコンを面白
そうにゆっくり見ていていました。日本の食べ物
にいくつも挑戦してもらったところ、お刺身、うな
ぎに辛子レンコン、なんと全部好きでした！梅酒
と日本製のビールもおいしいと言っていました。
母の口に合わなかったものが、抹茶アイスだった
のでちょっと驚きました。おいしいのに！

　別の日には、山都町の通潤橋に行き、長崎県の
波佐見町に住んでいる友達の家族を訪問し、京都
へも行きました。日本の旅行は、とても楽しく過
ごせたみたいで、友達や姉にお土産をたくさん
持って帰りました。
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が
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て
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活
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が
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携
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度
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活
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タ
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も
頼
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で
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○
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近
な
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住
民
が
安
心
し
て
消
費
生
活
相

談
が
で
き
る
広
域
連
携
の
相
談
室

が
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

は
益
城
町
も
加
入
。
上
益
城
５
町

の
垣
根
を
越
え
て
全
域
で
相
談
を

受
け
付
け
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
２
３
３

件
（
嘉
島
町
50
件
）
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
が
急
増
し
、
消
費
者

金
融
な
ど
の
債
務
整
理
に
関
す
る

相
談
は
減
少
傾
向
で
し
た
。

【
Ｈ
25
年
度
の
特
徴
的
な
相
談
】

　
複
雑
で
深
刻
化
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
、
他
機
関
と
の
連
携
や
注

意
喚
起
の
啓
発
で
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
相
談
室
を

ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
消
費
者
問
題
の
主
役
は
、
あ
く

ま
で
も
相
談
者
自
身
で
す
が
、
交

渉
力
が
不
十
分
な
方
の
場
合
、
法

的
根
拠
を
基
に
被
害
回
復
を
求

め
、
相
談
室
が
事
業
者
と
あ
っ
せ
ん

交
渉
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
相
談
内
容
次
第
で
は
、
無
料
法

律
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
中

で
、　「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
？
」「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
、
少
し
で
も
聞
い
て
み
た
い…

」

な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
上
益
城
５
町
い
ず
れ
の
相
談
室

も
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
早
め
の
相
談
で
、
一
緒
に
解
決

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室・嘉

島
町
は
、毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。☎
２
３
７-

１
１
１
２
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 見守り新鮮

情報６月号

あ
な
た
を
守
る
　
み
ん
な
が
守
る

〜
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
〜

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費

者
に
と
っ
て
最
も
頼
れ
る
「
砦
」

で
す
。
全
国
７
０
０
カ
所
以
上

（
13
年
７
月
１
日
現
在
）
に
設
置

さ
れ
、年
間
85
万
件（
12
年
度
）の

相
談
を
受
け
、
そ
の
迅
速
か
つ
公

平
な
解
決
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

○
身
近
な
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
な
ど
で

複
雑
・
多
様
化
、
被
害
も
甚
大
・

深
刻
化
し
て
解
決
に
は
よ
り
高
度

な
専
門
知
識
が
不
可
欠
に
な
っ
て

い
ま
す
。
悪
質
商
法
も
ず
る
賢
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
協
力
し
て
対
応
し
な
い
限

り
、被
害
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た

め
に
、「
消
費
者
安
全
法
」
で
は
、

都
道
府
県
・
市
区
町
村
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
よ
う

《
消
費
者
の
た
め
の
法
と
制
度
》

　
　
　

  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

規
定
し
て
お
り
、
身
近
で
利
用
し

や
す
い
地
域
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の

設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
と
き
や
、
契
約
前
に
予
備

知
識
を
入
手
し
た
い
と
き
な
ど
、

積
極
的
に
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
談
す
る
前
に

　
相
談
す
る
際
に
心
が
け
た
い
こ

と
の
一
つ
は
、
相
談
内
容
を
整
理

し
た
メ
モ
を
作
成
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
要
領

よ
く
説
明
で
き
、
解
決
し
た
い
方

向
性
も
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
次
に
、契
約
書
、取
扱
説
明
書
、

領
収
書
（
時
間
的
経
緯
が
分
か

る
）、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、渡
さ
れ
た
目

論
見
（
も
く
ろ
み
）
書
な
ど
の
関

係
書
類
を
手
元
に
そ
ろ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
質
問
に
迅
速
か
つ
正

確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
助
言
、
あ
っ
せ
ん
、
情
報
提
供

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談

に
対
し
て
、
相
談
者
本
人
が
自
力

で
解
決
で
き
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
再
発
防
止
の
意
味
か
ら
も
有

効
な
「
助
言
」
を
与
え
て
、
な
る

べ
く
本
人
に
交
渉
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
高

齢
な
ど
で
自
力
で
の
交
渉
が
難
し

い
場
合
や
内
容
が
複
雑
な
場
合
な

ど
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
当

事
者
の
間
に
入
っ
て「
あ
っ
せ
ん
」

に
よ
る
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
同
様
・
類
似
の

事
例
が
あ
っ
て
解
決
の
道
筋
が
つ

い
て
い
る
相
談
に
は「
情
報
提
供
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
法
的

強
制
力
や
強
制
権
限
は
有
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
消
費
者
と
事
業
者
と

の
間
に
入
っ
て
、
両
者
の
構
造
的

格
差
を
踏
ま
え
中
立
・
公
正
な
解

決
策
を
見
出
す
よ
う
最
大
限
努
め

て
い
ま
す
。

○
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
初
め
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
と
き
は
勇
気
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
電
話
で
顔
の
見

え
な
い
相
談
員
に
ど
う
説
明
す
る

か
悩
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

相
談
員
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
が
蓄
積
さ

れ
て
、
被
害
の
未
然
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
注
意
点
な
ど
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
く
ら
し
の
豆
知
識
」 

よ
り
）
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携
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活
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談
室
・

　嘉
島
町
☎
２
３
７
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２
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水
曜
日
）
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ご
利
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だ
さ

い
。
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齢
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る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
契
約

・
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ロ
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、
サ
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の
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金

・
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古
車
契
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の
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ブ
ル

・
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ッ
ト
上
の
占
い
サ
イ
ト
、
芸

能
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の
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・
携
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話
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更
やW

ifi

契

約
・
携
帯
電
話
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
や
光
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両親　ロンドンから嘉島へ！
　ゴルデーンウィークの期間中、遠くロンドンか
ら両親が会いに来てくれました。私は、１年半ぶ
りに会えるのをとても楽しみにしていました。２
週間の旅行期間中、嘉島町を案内したり、一緒に
あちこちへ行ったりしました。両親は、私が仕事
をしていた時も、２人で熊本城、水前寺公園、鹿
児島へ行っていました。幸運なことに迷子になっ
ていませんでした。

　両親は、自然と植物や花が好きで、嘉島町は本
当にきれいだと言いました。嘉島町の湧き水と浮
島神社を見せたかったので、そこまで歩いてピク
ニックをしました。もちろんイオンモールへも連れ
て行きました。母は、100円ショップが大好きみた

My parents came all the way from London to 
visit me during Golden Week. I last saw them 
nearly a year and a half ago so I was really look-
ing forward to meeting them. During their two 
week trip I showed them around Kashima and 
we went to many places together. They also 
went to some places alone; when I was at work 
they went to Kumamoto Castle, Suizenji gar-
dens and Kagoshima by themselves. Luckily 
they didn’t get lost！

My parents like plants and nature and they 
thought Kashima was really beautiful.  I wanted 
to show them the spring water and Ukishima 
Shrine so we walked there and had a picnic.Of 
course I also took them to Aeon Mall. My mum 
loves the 100 yen shop.They spent a long time in 
the supermarket looking at all the Kumamon 
goods and at all the foods you can’t buy in the 
U.K like burdock and lotus root.They tried a lot 
of Japanese foods like sashimi, eel and Karashi-
renkon. They liked them all! They also liked 

plum wine and Japanese beer.I was surprised that the thing my mum didn’t like was 
green tea ice cream. It’s so good！

On other days, we went to Tsujunkyou in Yamato town, visited my friend’s family 
in Hasami town in Nagasaki, and Kyoto too. They had a really great time in Japan and 
are taking lots of souvenirs back home for their friends and my sister.

London to Kashima ！

いです。スーパーで、くまモングッズやイギリスで
買えないもの、たとえば、ゴボウやレンコンを面白
そうにゆっくり見ていていました。日本の食べ物
にいくつも挑戦してもらったところ、お刺身、うな
ぎに辛子レンコン、なんと全部好きでした！梅酒
と日本製のビールもおいしいと言っていました。
母の口に合わなかったものが、抹茶アイスだった
のでちょっと驚きました。おいしいのに！

　別の日には、山都町の通潤橋に行き、長崎県の
波佐見町に住んでいる友達の家族を訪問し、京都
へも行きました。日本の旅行は、とても楽しく過
ごせたみたいで、友達や姉にお土産をたくさん
持って帰りました。
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・庁内常会及び課長会議
・悠優かしま落成式
・熊本県農林水産部長訪問
・熊本県防犯協会連合会来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・マルキン食品社長来庁対応
・課長会議
・益城クリーンセンター管理者会議
・熊本県防犯協会連合会理事会
・嘉島町グラウンドゴルフ協会来庁対応
・上益城郡PTA連絡協議会総会
・嘉島町商工会青年部総会
・緑川水防演習
・課長会議
・熊本県防犯協会連合会来庁対応
・熊本県消防保安課来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
・まちづくり基金運営委員会、水の郷まつり実行
委員会合同会議

・テレビ熊本訪問
・嘉島町自衛隊父兄会総会
・土地改良事業団体連合会九州協議会第56回通常
総会　～16日

・熊本県施設課来庁対応
・嘉島中学校体育大会
・上益城消防組合消防庁舎起工式
・課長会議
・熊本県防災会議
・熊本県国民保護協議会
・上六嘉地区事業説明会
・嘉島町社会福祉協議会理事会及び評議員会
・嘉島町商工会総会
・嘉島町健康づくり推進委員会
・熊本県共同募金会理事会及び評議員会
・九州治水期成同盟連合会第57回定期総会　～23日
・嘉島西小学校運動会
・嘉島東小学校運動会
・課長会議
・九州中央自動車道建設促進期成会総会
・嘉島町地域農業再生協議会
・熊本県町村教育長会総会
・上益城地方災害対策会議及び消防協会郡支部総会
・熊本県農業信用基金協会理事会
・熊本県交通安全推進連盟協議
・熊本県防犯協会連合会定期総会
・熊本県消防殉職者慰霊祭
・熊本県商工会連合会通常総会
・第28回熊本県人権啓発推進協議会
・熊本県中小企業団体中央会第59回通常総会
・子ども・子育て会議委員委嘱状交付
・平成25年度随時監査報告
・熊本中央広域事務協議会
・熊本南工業団地協同組合通常総会

１日

２日

７日

９日

10日

11日
12日

13日

14日
15日

16日
18日

19日

20日

21日

22日
24日

26日

27日

28日

29日

30日

　
こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
蜂
屋
　
康
春
　
様
（
下
六
嘉
）

　
　
　
亡
　
惠
美
子
様

　
齊
藤
　
　
誠
　
様
（
高
田
）

　
　
　
亡
　
可
夢
偉
様

大
倉
　
清
司
　
様
（
上
島
）

平
成
26
年
５
月
19
日
現
在

　
本
町
に
お
住
ま
い
の
大
隈
正
行

様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

寒
に
耐
え
黄
に
透
き
て
咲
く
蠟
梅
の
香
り
ほ
の
ぼ
の
吾
を
た
た
し
む 

カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
る
音
に
今
朝
も
ま
た
軒
の
雀
が
ぱ
っ
と
飛
び
立
つ 

明
け
を
待
ち
甲
板
に
出
て
見
は
る
か
す
浦
賀
の
丘
は
桜
よ
さ
く
ら

ラ
ン
ド
セ
ル
を
重
い
カ
バ
ン
に
持
ち
替
え
て
坊
主
頭
の
少
年
が
行
く 

店
先
で
高
菜
の
漬
け
方
問
わ
れ
た
り
自
信
な
け
れ
ば
小
声
で
話
す

枯
草
を
焦
が
し
て
走
る
野
焼
の
火
風
に
吹
か
れ
て
炎
が
踊
る

花
起
こ
し
の
小
雨
な
ら
む
か
膨
ら
め
る
桜
つ
ぼ
み
に
し
づ
く
し
て
ゐ
る

楠
の
芽
を
誘
ふ
い
さ
さ
雨
に
濡
れ
壁
画
の
蝶
は
い
ま
し
発
た
な
む

た
だ
一
度
父
の
弾
き
た
る
オ
ル
ガ
ン
は
君
が
代
の
曲
疎
開
を
前
に

カ
ー
テ
ン
を
あ
く
れ
ば
目
に
し
む
濃
淡
ま
じ
る
み
ど
り
の
芽
ぶ
き

潮
風
に
吹
か
れ
た
天
草
の
パ
ー
ル
柑
ず
っ
し
り
重
く
ほ
ん
の
り
甘
し 

稲
井
千
代
乃

北
澤
喜
美
子

栗
﨑

　房
子

栗
﨑

　廉
子

工
藤

　明
子

境

　
　益
代

榊
原
レ
イ
子

立
石

　
　史

津
出
ト
ヨ
子

三
池

　淑
恵

本
住

　晴
美

　
大
型
連
休
、
皆
さ
ん
は
ど
う
過
ご
さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
役
場
で
は
、
「
連
休
を
楽
し

み
な
が
ら
も
、
祝
日
の
意
味
も
考
え
て
」

と
、
職
員
に
話
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
５
月
23
日
は
全
国
町
村
会
の
副
会

長
と
し
て
、
総
理
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
全
国

町
村
会
・
全
国
市
長
会
と
安
倍
総
理
と
の
昼

食
・
懇
談
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
地
方
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
初
め
て
開
か
れ
ま
し

た
。
町
村
会
か
ら
の
意
見
に
対
し
、
安
倍
総

理
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
、
原
発
事
故

に
よ
る
福
島
の
風
評
被
害
防
止
な
ど
に
触
れ

ら
れ
ま
し
た
。

　
地
方
分
権
、
農
山
漁
村
振
興
な
ど
国
も
い

ろ
い
ろ
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の

活
性
化
は
、
当
事
者
で
あ
る
町
が
い
か
に
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
か
、
そ
れ

が
ま
ず
一
番
大
事
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。

石を移して雲根を動かす

太田　精子さん
（上島）

中路　美穗さん
（上島）

祝
迫

　和
子
さ
ん
（
上
島
）

ろ
う
ば
い

うんこん

総理官邸で、安倍総理と
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5月の
町長の動き

荒木町長談

意

輪

一
　
般
　
寄
　
付

書道 短歌

華道絵手紙

ふ
る
さ
と
寄
付

― 27 ― ― 26 ―
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・庁内常会及び課長会議
・悠優かしま落成式
・熊本県農林水産部長訪問
・熊本県防犯協会連合会来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・マルキン食品社長来庁対応
・課長会議
・益城クリーンセンター管理者会議
・熊本県防犯協会連合会理事会
・嘉島町グラウンドゴルフ協会来庁対応
・上益城郡PTA連絡協議会総会
・嘉島町商工会青年部総会
・緑川水防演習
・課長会議
・熊本県防犯協会連合会来庁対応
・熊本県消防保安課来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
・まちづくり基金運営委員会、水の郷まつり実行
委員会合同会議

・テレビ熊本訪問
・嘉島町自衛隊父兄会総会
・土地改良事業団体連合会九州協議会第56回通常
総会　～16日

・熊本県施設課来庁対応
・嘉島中学校体育大会
・上益城消防組合消防庁舎起工式
・課長会議
・熊本県防災会議
・熊本県国民保護協議会
・上六嘉地区事業説明会
・嘉島町社会福祉協議会理事会及び評議員会
・嘉島町商工会総会
・嘉島町健康づくり推進委員会
・熊本県共同募金会理事会及び評議員会
・九州治水期成同盟連合会第57回定期総会　～23日
・嘉島西小学校運動会
・嘉島東小学校運動会
・課長会議
・九州中央自動車道建設促進期成会総会
・嘉島町地域農業再生協議会
・熊本県町村教育長会総会
・上益城地方災害対策会議及び消防協会郡支部総会
・熊本県農業信用基金協会理事会
・熊本県交通安全推進連盟協議
・熊本県防犯協会連合会定期総会
・熊本県消防殉職者慰霊祭
・熊本県商工会連合会通常総会
・第28回熊本県人権啓発推進協議会
・熊本県中小企業団体中央会第59回通常総会
・子ども・子育て会議委員委嘱状交付
・平成25年度随時監査報告
・熊本中央広域事務協議会
・熊本南工業団地協同組合通常総会
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すく すく 笑顔

　
６
月
と
い
え
ば
”梅
雨
、
あ
じ
さ

い
、
父
の
日
、
祝
日
が
な
い
“
な
ど
、

連
想
す
る
も
の
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

今
年
の
６
月
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
い

よ
い
よ
開
幕
し
、
約
１
か
月
に
お
よ
ぶ

熱
い
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
寝
不
足

が
心
配
で
す
が
、
地
球
の
反
対
側
の
熱

い
戦
い
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
過
去

19
回
の
大
会
は
南
米
が
９
回
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
10
回
優
勝
。
20
回
目
の
節
目

の
大
会
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
手
に
す

る
の
は
ど
こ
の
国
で
し
ょ
う
。  

（
係
）

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
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嘉島町の人口動態

平成26年5月31日現在

（前月比）

人　口　 9,083 人　　（＋５）

　男　　 4,354 人　　（－４）

　女　　 4,729 人　　（＋９）

世帯数　 3,338 世帯　（－６）

-

- - -

６月 15日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３

６月 22日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６

６月 29日（日） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５

7月  6日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

7月 13日（日） 香田整形外科医院（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

　鯰グラウンドゴルフ愛好会の皆さん。
13年前に地域のグラウンドゴルフ愛好者
で活動をスタート。週３回、近隣公園で
グラウンドゴルフを楽しんでいます。
　この日は少し汗ばむような天気でした
が、「年寄ってからは、こるが一番よか !!」と、
スティック片手に元気いっぱい４ラウン
ド（32ホール）を周回しました。

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。
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仲良し姉弟です(⌒-⌒)＝

ご両親：太田　憲治さん・由香里さん（鯰）
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主な内容

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

左上：嘉島中体育大
会・代表綱引き

右上：西小運動会・台
風の目2014

右中：東小運動会・エ
イサー～ありがとう～

右下：上島の麦畑

左下：緑川水防演習で
土のう積み工法を実
演する嘉島町水防団

○緑川水防演習……………… ②
○「緑川の日」一斉清掃…… ③
○文化祭は町民会館で開催… ④

○東・西小で交通安全教室… ⑤
○嘉島中体育大会……… ⑥～⑦
○東・西小運動会……… ⑧～⑨
○嘉島町商工会総会………… ⑩
○自衛官募集・父兄会総会… ⑪

○水の郷まつりは８月２日… ⑫
○お知らせ情報館……… ⑭～㉒
○嘉島交番だより…………… ㉒
○広域消費生活相談室……… ㉔
○かしま文芸………………… ㉖
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